


























1931 年まで 9 回、ほぼ毎年開催された。1924 年 11 月にはデルスニスと黒田鵬心を共同経
営者として日仏芸術社が設立された。日仏芸術社は第 4回目以降の仏展の運営組織として、
またその他の活動の拠点として、1932 年 5 月に閉鎖されるまで幅広い活動を展開した。 





















第 2 章では、10 年間に及ぶ仏展を実施体制や性質の違いによって、第 1 回仏展から第 3










た、日仏芸術社閉鎖の 2 年後から数回、デルスニスの作品選択による展覧会を主催した。 























第 4 章ではまず、第 7 回仏展全体の実施体制、開催経緯を述べ、更に会場となった東京
府美術館の建築図面を写真と照合して、絵画陳列室や彫刻陳列室などの構造を明らかにし
た。さらに、第 7 回仏展を構成する 3 つの展覧会のうちで、通常の仏展と「仏蘭西装飾美














スを利用して行い、その結果貸出作品 23 点すべてについて、作家、作品の特定、1928 年
前後の来歴、現在の所蔵などを明らかにした。作品傾向や作品展示の意図も考察した。 
会場内の展示室の位置は、東京府美術館の建築図面と、雑誌掲載などの会場写真を照合









デルスニスは 1928 年の第 7 回仏展を境に来日しなくなった。また 1932 年の日仏芸術社
閉鎖により活動拠点も失った。その境遇を気遣い、デルスニスへ拠金が計画され、1933 年
に実行された。その 1 年後の 1934 年から 1936 年の 3 年間に、デルスニスによる作品選択
がなされた展覧会が開催された。実質的には経済的に許す限り最後まで、日本へのフラン
ス美術紹介に尽くした。 







る方向に及ぶことに特徴がある。絵画についていえば、19 世紀の作品から 1920 年代当時
の現代フランスの美術作品まで、ジャンルは、新古典主義の作家から印象派、後期印象派、
表現主義、アヴァンギャルドまで幅広く紹介していた。物故作家の作品が最初は少なかっ
たものの、次第に増加した。 
10 年間という数字だけから見ると、長いという評価も短いという評価もあり得る。しか
し、大戦間のつかの間の平和な時期の活動としては、これ以上続けることは困難であった。 
絵画に関してはデルスニスの批評はあまり多くなく、殆どが抽象的な表現に留まって
いるのに対して、彫刻に関する批評は、自身の彫刻観を強く打ち出して、熱く語ってい
る。デルスニスの彫刻紹介に対する思いには経営を度外視した情熱があった。デルスニ
ス自ら区割りの平面の研究、壁の色替えなど、従来にない方法で展示を行った。大型彫
刻の屋外展示もデルスニスの提案で実現された。 
デルスニスはこれほど大規模な活動を継続して行うことができたのは、活動の初期から
かかわってきた黒田鵬心の存在と、日仏芸術社という組織の力が大きい。それに加えて、
多くの日本人が協力したからこそ継続的な活動が実現した。 
 デルスニスと日仏芸術社の活動は、大規模、定期的なフランス美術展の実現、新聞社と
の共催による地方展の展開と出版活動を通しての、絵画・彫刻・素描・版画・工芸・デザ
インなど多領域美術の紹介、日本の美術界との関係構築などである。これらは特に、芸術
による社会貢献（鑑賞支援・流通支援）と国際貢献（日仏美術交流支援）として高く評価
できる。 
